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参　考　1）　International Telecommunication Union Press Release：http://www.itu.int/net/pressoffice/press_releases/2012/03.aspx
　　　　2）　（独）情報通信機構・日本標準時グループ：http://jjy.nict.go.jp/news/index.html
　　　　3）　国立天文台（よくある質問）；http://www.nao.ac.jp/QA/faq/a0404.html
　　　　4）　科学技術動向誌 2009 年 6 月号「電磁気学における混乱と CPT 対称性の意義―対称性に結びつく単位系―」
　国連の専門機関である国際電気通信連合（ITU：
International Telecommunication Union）が 2012 年 1
月 16 日からスイスのジュネーブで開催していた無
線通信総会において、初めて「うるう秒」の廃止が
提案された1）。活発に議論されたが、今回は合意が
得られず採決も見送られた。今後、ITU メンバーや
他の関連機関においてさらに検討し、2015 年に予定
されている次回の無線通信総会での合意を目指すこ
とになった。
　米国・日本・フランスは、「高度にコンピュータ化
が進んだ現代社会では、時間の連続性が重要であり、
不定期かつ人為的な秒の挿入は装置や機械の誤作動
を生じて混乱の原因になる」として、うるう秒の廃止
を提案していた。これに対して、英国・カナダ・中国は、
「うるう秒を導入している現在、何の問題もなく、廃
止すれば天体観測への悪影響が出る」として、存続を
主張した。各国は事前に交渉を重ね、無線通信総会で
も議論を行ったが、結論は出ず採決も見送られた。
　協定世界時（UTC：Coordinated Universal Time）
は、セシウム原子時計による国際原子時（TAI：
Temps Atomique International）と地球の自転速度
による世界時（UT1：Universal Time 1）の両方に
基づいて決められ、1971 年まで用いられたグリニッ
ジ標準時（GMT）に代わって、現在は UTC が用い
られている。地球の自転周期は約 23 時間 56 分で残
りの 4 分は公転による寄与だが、自転周期が一定で
はないため、UT1 における 1 秒は一定の時間間隔で
はない。その結果 UTC と UT1 に時刻のずれが生
じるため、このずれが 0.9 秒以上にならないように、
UTC の時刻を調節する必要がある。具体的には、
6 月または 12 月の末日に 23 時 59 分 60 秒を加える
（正のうるう秒）か、23 時 59 分 59 秒を削除する（負
のうるう秒）という方法で行われる。
　UTC=TAI–10 秒に初期調整して、1972 年にうる
う秒が開始され、現在までに 24 回のうるう秒調整が
行われた。その全てが正のうるう秒調整であったた
め、UTC と TAI の時刻には、現在では 34 秒の差が
生じている。GPS 衛星が搭載する原子時計は TAI の
時刻を刻んでおり、GPS 時刻から 34 秒を引かない
と UTC 時刻にならないという不都合も生じている。
　次回のうるう秒は、UTC の 2012 年 6 月 30 日に、
世界同時に挿入される予定である。日本では 7 月 1
日 8 時 59 分 60 秒として、うるう秒が挿入される2）
（図表参照）。
　地球の自転速度は、短期的には火山や地震などの
地殻変動や海流変動などの影響を受けるが、長期的
には潮汐摩擦の影響で除々に遅くなっている。従っ
て、今後ますます頻繁にうるう秒を挿入する必要が生
じる。ITU の試算によれば、UTC と TAI の時刻差は
2100 年には 3～4 分、2700 年には約 30 分に達する1）。ま
た、5 万年後には、地球の 1 日は 24 時間 1 秒となる
ため3）、毎日うるう秒を挿入しなければならない。逆
にうるう秒を廃止すると、5 万年後には、時計上は昼
なのに実際には夜という反転が約 120 年毎に訪れる。
　地球の自転が遅くなり続ける限り、うるう秒廃止
の議論は根本的な解決策にはならない。今の 1 秒よ
り長い時間間隔を新たに 1 秒として再定義するか、
地球の尺度を用いた人為的な単位ではなく、光速な
どの普遍定数を用いた新たな単位系を用いるしかな
い4）。未来の時刻制度に向けて、しばらくは各国の
活発な議論が続くと思われる。
トピックス4 国際電気通信連合で「うるう秒」廃止の議論が活発化
　2012 年 1 月 16 日から開催された国連の専門機関である国際電気通信連合（ITU）の無線通信総会
において、「うるう秒」の廃止が初めて提案された。提案国は、高度にコンピュータ化した現代社会
では時間の連続性が重要であり、不定期かつ人為的な秒の挿入は機械の誤作動を生じ混乱の原因にな
るとしてうるう秒の廃止を主張した。一方、反対国は、うるう秒を導入していても何の問題もなく、
廃止すれば天体観測への悪影響が出るとして存続を主張した。今回は合意に至らず、2015 年に予定
されている次回の無線通信総会での合意を目指すことになった。ITU の試算によれば、UTC と TAI
の時刻差は 2100 年には 3～4 分、2700 年には約 30 分に達する。地球の自転が遅くなり続ける限り
根本的な問題は解決しないが、未来の時刻制度に向けた活発な議論が続くと思われる。
図表　日本標準時における「うるう秒」の挿入
科学技術動向研究センターにて作成
